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　　　　端面仕上 げ方法の 影響
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要旨 ：本研究では ，
モ ル タル供試体より採取した φ20mm 程度の小径 コ アの 圧縮強度につ い

て検討 した 。 そ の結果 ， 小径コ ア供試体の 直径と高さの 比h／dの が L2〜L8程度で あれば
， 小

径 コ ア の 圧縮強度に よっ て
，
40×40×40mm の 供試体の 圧縮強度の 推定が可能な こ とを明 ら

か に した 。 また
， 小径 コ ア の端部の仕上が り状況が小径 コ ア の 圧縮強度に及 1…け 影響に つ い

て も検討 した 。 その結果 、 イオ ウ キ ャ ッ ピ ン グを施す もの が 、 最 も精度よ く強度を測定で き

る こ とが確認され た。

キ ーワー ド ：小径 コ ア ，モ ル タ ル ，寸法効果，イオウキ ャ ッ ピ ン グ

1． は じめに

　構造体 コ ン ク リー ト強度の 推定方法と して ，

筆者 らは ， φ18〜25mm 程度 の 小径 コ ア を用 い

る 方法 を 考案 した
1｝

。 こ れ は ， 小径 コ ア と φ

100  × 200  の 円柱供試体 の 強度の 勸 ｛ほぼ

一定 とな る こ とか ら，小 径 コ ア の 圧縮 強度 か ら

構造体 コ ン ク リ
ー

トの 強 度を推定す る もの であ

る 。 既往の 研究 にお い て 明 らか とな っ た課題 と

して は，小径 コ ア に よる強度の 推定を精度よ く

行 い
， 小径 コ ア法 の 適用範囲 を明確に するため

に は
，

小 径 コ ア の 圧 縮強 度に 及ぼす供試体の 寸

法効果，供試体端面の 平行度お よび平滑度，圧

縮試験時の 載荷方法等の 影響をよ り詳細 に把握

す る必要が あ る こ とが挙げ られ る 。 そ こ で ， 本

研究で は
， 小径 コ ア 供試体の 端面の平行度お よ

び供 試体 の 高 さh と直径dの 比hldが圧縮強度 に

及 ぼ す影響 を検討 した 。

2． 実験の 概要

　本研究 で は，以 下 に 示す 3つ の 方法で モ ル タ

ル 小径 コ ア を作製 し，それ らを用 い て 圧縮強度

試験 を行 っ た 。 作 成方法は
， （1》塩 化 ビ ニ ル 管

中に モ ル タル を充填 して 供試体を作成す る方法

（実験 1），（2＞40× 40× 160  の 角柱供試体か

ら コ ア ドリル に よ っ て抜き取る方法 （実験2） ，

（3）φ50× 100rnrnの 円柱供試体か ら コ ア ドリ ル に

よ っ て 抜 き取 る方法 （実験 3）で ある 。 各実験

とも，繰 り返 しの ない 要因実験 として行 い ，各

要因 の 効果 につ い て 分散分析を行 っ た 。 小径供

試体 な ら び に 小 径 コ ア の 圧 縮 試験 は
，

40 ×

40mm の モ ル タ ル 供試体用 の 載荷用 球座 を用 い

て，容量 10tfの圧縮試験器にて行 っ た 。 載荷は，

変位速度 1．71mbin の 変位制御で 行 っ た 。 他の

供試体 は ， 容 ft　100tfの 圧 縮試験器 を用 い て ，

JIS　R 　5201お よびJIS　A 　1108に準拠 して 行 っ た 。

2．1 調合

　表一1に ， モ ル タ ル の 調合お よび モ ル タル フ

ロ ー値を示す 。
モ ル タル の 作製 に は ， 普通ポ ル

表一1 モルタル調合およびモルタルフ ロー値

調
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図一1
イオウキ ャ ッ ビン グ

ガ ラ ス板 （厚さK   m ）

モルタル供試体の 成形方法 （実験1）

無処理

齣
研磨仕上げ

薗
　噸鰐脇 　 ・ ・鯲 理 麟 端礪 仕上げ

　　　図一2　D ：端面 の 仕上げ方法 （実験1）

トラ ン ドセ メ ン トと川砂 を用い た 。 使用 す る モ

ル タ ル は ，砂 セ メ ン ト比 を
，
2，0

，
25

，
3．0，3．5お

よ び 4．0の 5水準に設定 し， 左官用モ ル タ ル の軟

度 となる よ うに水分を調整 して モ ル タ ル を練 り

混ぜ
， 練上 り後に フ ロ

ー
試験 に よ り軟度を確認

した 。
モ ル タ ル フ ロ

ー
値 は

，
176 〜 200  の 範

囲 に あ り ， 平均値 は 187  で あ っ た。

2．2　塩 化ビニ ル 管 中にモ ルタル を充填 して作

　　 製 した供試体を用 い た実験 （実験 1）

　実験 1で は ，試験体 と して
， 塩化 ビ ニ ル 管

（以下 ， 塩 ビ管 と略記）中に モ ル タ ル を充填 し

て 成形 した 60体の小径供試体 を用い た 。

　 図一1に モ ル タ ル 供試体 の 成形方法 を示す 。

本実験で は ， 抜取 り時 に 生 じ る軸方向の 曲が り

と切 断時 に 生 じる平行度 の 違 い に よ る影響 を除

去する ため に，内径20mm な ら び に 25mm の 塩 ビ

管に モ ル タ ル を充填 して ， 供試体 を成形 した 。

モ ル タ ル 充填時には ， 供試体の 底面の 平滑 さを

確保す る た め に ，塩 ビ管 の 底 面を厚さ 10  の

ガラ ス 板 を下に お い た厚さ2mm の ア クリ ル 板の

上 に設置 した 。 モ ル タ ル は，2層に分 け て充填

し，各層 5回突 き棒に よる締 固め を行 っ た 。 モ

ル タ ル 充填後には ， 供試体の 上端 に下端 と同じ

ア ク リ ル 板 を置い た 。
モ ル タ ル 充填翌 日に型枠

の 脱型 を行 っ た 。 供試体は ，2日 間水中養生 し

表一1　因子 と水準 （実験1）

因子 水嘶 水馳2 永湿3 フk進4 末準5

・
〜灘 驫 潤

　　七 メ ン ト水比α W

A幽；
1：23542

．臼2

愈

12537L22

轟9

配

島540
．12

鴻9

恕
L35436229A

』：
L447
．92
．09

因子 水準乙 水準2

B ：塩 ビ管肉径 9・；’2  8・：’25 

囓 鰐臨 c幽：閥 鳳L2 qh掴冨L8

因 子 水準 且 水鵬 2 水溝 3

D鏑面の 杜上げ方法 両簡臼
：

オウ
キ ヤ ツ ビン グ

切 斯轟鰓 蝓

た後に ， 材齢4日で圧縮強度試験を行 っ た 。

　表一2に ，実験 1の 因子 と水準 を示す 。 実験 1

で は
，

モ ル タ ル 調合 ， 塩 ビ管内径，供試体の 直

径 と高 さの 比 bld（以下 ，　 hld略記）お よ び 端面

の仕上げ方法の 4因子 をと りあげた 。

塩ビ管内径は，20およ ve2Smmの 2水準とした 。

端面の 仕上 げ方法は
， 3水準 と し た 。 図一2に ，

端面の仕上 げ方法 を示す。端面 の 仕上げ方法は，

以下 の 3方法を適用 した 。 水準D 、は，両端に イ

オウ キ ャ ッ ビ ン グ仕上げ ， 水準 D 、は，両端をダ

イア モ ン ドカ ッ タ
ー

に よ り切断 した まま の 状態

の も の （以下 ， 無処 理 ） ， 水準D ，は ， 両 端をダ

イ ア モ ン ドカ ッ タ ーで 切断後に研磨材 を用 い て

手作業に よ り研磨仕上 げを施 した もので ある 。

水準 D，お よびDsは ， 現場で の 試験 の 簡便 さを考

慮 した もので ある 。 い ずれ の 仕上 げ作業に お い

て も ， 供試体の 高さの 差は ，O．Srnm以下 となる

よう供試体 を成 形し ， 平滑度の 管理は
， 定規 を

用い て 目視に よ り行 っ た 。 イオウ キ ャ ッ ピ ン グ

の 厚 さは，05   程度 であ る 。 載荷剛 こイ オ ウ

キ ャ ッ ピン グ を施 した li　20×　00rnmの 円柱 型の

鉄製の 供試体を用い た圧 縮試験 に よ りイ オ ウ キ

ャ ッ ピ ン グ の 圧縮強度 を確認 した 。 厚 さ3  の

イオ ウキ ャ ッ ピ ン グは ，平均77．6Nlmmiの 圧縮

力下 で イオ ウ が圧壊 した もの の ，本実験で用 い

る厚 さ05   の イオウ キ ャ ッ ピン グは ， 圧縮 力

が 160N！mm2 を超 えて も破損 しなか っ た 。

2．3． 40× 40 × 160mm 角柱供試体から採取 した

　　　小径 コ ア を用 いた実験 （実験 2）

　 実験 2で は ， 小径 コ ア を採取 する供試体 と し

て ， 1調合に つ き6体計 30体の 40× 40× 160mm の
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　 図一3　小径 コ アの抜取 り位置 （実験2）

イオ ウ キャ ッ ピン グ　　　 研磨仕上 げ　　　イ 才 ウ キャ ッ ピン グ

　 　 　 　 　 　 　 上端

｛斷
・

図一5　小径コ アの抜取 り位置 （実験3）
　　 表一4　因子と水準 （実験3）

因子 水準 巳 ホ準2 水準 3 水準4 水準5

・盛鱗驫 鯛

　 セメ ン ト＊比C酬

集
2潟2

懿
2．69

畿
2，49

罍
229

驫
2．09

D湎 オ ウ　　　　　　　　　　　　　　　 D4イ才 ウキャ ッ ビ ン　　　　　　　　　因子 水職 水準2

キ ャ ツ ピ ン グ

図一4

駐：コ ア ビ フ ト呼び径 一 B 尋 29 

　 　 　 D 、：両端研磨仕上 げ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グ後キ ャ ッ ピ ン グの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 繰 を除去

　 D ：端面の仕上が り状況 （実験2》

表一3　因子 と水準 （実験2）

C ：コア の 直径 と高 さの 比園 q 蜊 冨L2 q ；坿 81 ．呂
民抜取り位置 臥 ：上靖 』 3窿面

因子 水準 【 水準2 水準3 水準 4 水聯

セ． 少磁 櫞 、聡
水セ メ ン ト比WC （粉

　 セメ ン ト水比qw
嘉
2．82

鑾
2、69

蠶
2、49

懸
2．29

蕩
2．09

因子 水職 水準 2

3 ：コ 7 ビ ッ ト呼び径 HI：屮25   B3二’2 

α コ 7 の 直槿
と 高さの比h咼 q ：h廻膠監．2 C8畑 ．L9

ヤ ッ ピ ン グを施 した後 に キ ャ ッ ピ ン グ の縁 を除

去 した もの の 3水準 と した 。 水準D 、は ，
キ ャ ッ

ピ ン グ の緑の 拘束効果 を検討するため に とりあ

げた 。 圧縮強度試験は，材齢8日で 行 っ た 。

2．4　φ 50× 100mm の 円柱試験体か ら採取 した

　　 小径 コ アを用 いた実験 （実験3）

　実験 3で は
， 直径 50X 高 さ100mm の 円柱供試

体か ら小径 コ ア を採取 した 。 円柱 供試体 は ， 同

一調合 につ き5体作成 し，3体 を圧縮強度試験に

因子 水劇 水覬 水準3

D ：翊面の仕上げ方法 酬 署 ウ

キヤ ッ ビング 両轟磨

P．：イオウ

キャ ツ ビ
ン グの 縁
を陰去

角柱供試体を用 い た 。 モ ル タ ル の 打設は
，
JIS

R5201 に準拠 して 行 っ た 。 また，モ ル タ ル打設

後直ちに濡れ む し ろ お よび ビ ニ ル シ
ー

トで供試

体を覆 い
， 脱型す る こ とな く4日間湿潤養生 を

行 っ た 。 小径 コ ア は
， 材齢 5日 で 角柱供試体の

側面 か ら採 取 した 。 図一3に 小径 コ ア の 抜取 b
位置 を示す 。 実験 2で は，1体 の角柱体 よ り，因

子B ：コ ア ビ ッ ト呼び径の 同
一

水準 におけ る小 径

コ ア を2体採取 し，残 りの 部分 をns ・R ・5201に よ

る モ ル タ ル の 圧縮 強度試験用供試体と した 。 小

径 コ アは
， 計 60体採取 した 。

　表一3に ， 実験 2における因子 と水準を示す 。

実験 2の 因子 と水準は ， 端面の 仕上 げ方法以外

は
， すべ て実験 1と 同 じで あ る 。 図

一4 に 小 径 コ

ア の 端面 の仕上 げ 方法を示 す 。 端面 の 仕上 げ方

法は ，両端にイ オ ウキ ャ ッ ビ ン グ仕上 げ，両端

を実験 1と同様 の 研磨仕上 げ ， 両端 にイオウ キ

用 い
， 残 りの 2体か ら小径 コ ア を採取 した 。 モ

ル タ ル は ，2層に分 けて 充填 し ， 1層 ご と に8回

ずつ 突 き棒に よ り突 き， 締固め を行 っ た 。 モ ル

タ ル 充填後 は
， 実験2と同様 に

， 直 ちに濡 れ む

しろお よびビニ ル シ ー
トで 供試体 を覆い

， 脱型

す る こ とな く4日間湿潤養生 を行い
， 材齢 5日 で

小径 コ ア の 採取 を行 っ た 。 図一5に
， 小径 コ ア

の 抜取 り位置 を示す 。 小径 コ ア は，円柱 供試体

の 上部 な らびに下部か ら 1体ずつ の 計 2体 を採取

した 。 本実験で 採取 した小径 コ ア の個数は
，
20

体で ある 。 圧縮強度試験は
， 材齢8日で 行っ た 。

　表一3に ，実験3の 因子 と水準 を示す。 実験3

に お ける因子は，モ ル タ ル 調合 ，
コ ア ビ ッ トの

呼 び径 ，
コ ア の 高 さと直径 の 比hldお よ び小径

コ ア の 抜取 り位置の 4因子 と した 。 小径 コ ア の

採取 り位置は ， 上端 と底面の 2水準と した 。 端

面の 仕上げ方法は
， 両端 と もイオウキャ ッ ピン
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　 　 　 　 D ■：隔簡イオウ　 o 聖≡切断 隆 　　　 D塵；切断険

　 　 　 　 　 キぞ7 ビ ン グ　　鮭畑藍　　　　 両適研 o
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図一8　小径供試体の 圧縮強度に及 ぼす
　　　端面の仕上げ方法の 要因効果 （実験1）

グ仕上げ と した 。

3． 実験結果および考察

3．1 塩化 ビニ ル 管中にモ ル タル を充填 して 作

　　 製 した供試体 を用 いた実験 （実験 1）

　図 一6に
， 実験 1で 使用 し た 小 径供試体 の 圧縮

強度 と セ メ ン ト水比CIW の 関係 を示 す 。 実験 一

1で の 小 径 供 試 体 の 圧 縮 強 度 は ， 28．1〜

59．7N／mm2 の 範囲 に あ り ， 要因 A ：モ ル タ ル 調合

の 各水 準 に お け る平均値 は ， そ れぞ れ A ，：52．2，

A
，
：45．6

，
A3 ：45．4 ，

　A4：35．1お よびAs：32．8N／mm2 で あ っ

た 。 小径供試体の 圧縮強度を分散分析した結果 ，

要因A ：モ ル タ ル 調合お よび 要因D ：端面 の 仕上 げ

方法が有意で あっ た 。

　図一7に ，モ ル タ ル 全調合 におけ る小径供試

体 の 圧 縮強度荷及ぼ すh！dの 要 因効果 を供試体

の 直径ご と に示す 。 供試体の 直径 に かかわ らず ，

同様 の 勾配で
， hldの 増加 とともに圧 縮強度が

低下 した 。

　図一8に
，

モ ル タ ル 全調合に おける小径供試

体の 圧 縮強度 に及ぼす端面の 仕上げ方法の 要因

翌
藷
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図
一9 小径 コア の 圧縮強度と40×40×40mm 供試体

　　　の圧縮強度の 関係 〔実験 2）

効果 を示す 。 こ こ で は，イオ ウキ ャ ッ ピン グ で

端面 を仕上 げた小径供試体の 圧縮強度 の 平均値

が 46．ON／mm2 で ，他 の 2要因 （両端 を研磨仕上げ

：403N 加 m2 ， 無処 理 ：40．3Nlmrni） と比 較 し て 約

15％大 きい
。 各水準の 圧縮強度 の 標準偏差 は ，

イ オ ウキ ャ ッ ピ ン グ；7．89， 無処理 ：9．58お よび研

磨仕上 げ：7．12N／mm2 で あ っ た 。 無 処理 の 小径供

試体は
， 標準偏差 σ が 最 も大 きく， 小径供試体

の 端部が無処理の ままで は ， 所定の平行度なら

び に平滑度が得 られず，圧縮強度が低下 し，ば

らつ きが大 きくな るこ とを示 して い る 。 また ，

圧縮 試験後の破壊状況が ， 無処理 な らび に研磨

仕上 げの 小径 コ アは ， 端面が割裂 して い る もの

が多く見 られ
， 小径 コ ア の 端面に均等 に 荷重が

加 わ っ て い ない こ とが確認 され た 。 以上 の こ と

か ら ， 本実験で 採用 した研磨方法で は，供試体

端面の平滑度が確保で きるイ オ ウキ ャ ッ ビ ン グ

と比較 して ，
モ ル タ ル 強度を精度よ く評価で き

ない こ とが明 らか とな っ た。

3．240 × 40× 160mm の角柱供試体か ら採取 し

　　た小径 コ アを用いた実験 （実験2）
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図
一10　小径コ ア と40×40×40mm 供弑体の強度差に

　　　 及ぼす要因効果 （実験2》

　図一一9に ，40× 40× 40mm モ ル タ ル 供試体の

圧縮強度 と小径 コ ア の 圧 縮強度の 関係 を示す 。

図中の 実線は
， 両者 の 関係 を最小2乗法で 回帰

した直線で あ る 。 40× 40× 40mm 供試体 の 圧縮

強度 は
，

38．1〜63．1N／mm2 の 範囲に あ り， 実験 2

で 用 い た 小 径 コ ア の 圧 縮 強 度 は ， 38．0〜

72．4N／mm
：

の 範 囲に あ っ た 。 また
， 図一9中の 回

帰 直線 の 傾 きがほ ぼ 1に等 しい こ とか ら，
モ ル

タ ル 調合に関 わ らず 40× 40× 40mm モ ル タ ル 供

試体 の 圧 縮 強度と小 径 コ ア の 圧 縮強度の 差 が ，

ほ ぼ 一定で ある とい える 。

　 図一10に ， モ ル タ ル 全調合 に お ける小径 コ

ァ とro× ro× COmm 供試
’
体の 圧 縮強度差 に 及 e2

す 要因効 果 を示す 。 要因C ：hld， 要 因D ：端面の

仕上げ方法お よび 因子A ：モ ル タ ル 調合 と因子D ：

端面 の 仕上 げ方法の 交互作用 A× Dが有意で あ

っ た 。 要因D 匚：イオ ウ キ ャ ッ ピ ン グ で は ， ほ と

ん ど小径 コ ア とCO× 40× 40  供試体 の 圧 縮強

度差 は見 られ なか っ た が ，要因D ，：研磨仕上げ

お よ び 要因圦 ：両端 に イ オ ウ キ ャ ッ ピ ン グ を施

した後 に キ ャ ッ ビ ン グの 縁 を除去 した もの で は，

小径 コ ア の 直径に よる違 い が顕著 に なっ た 。

　要 因 D 、，L』，D ，の 圧 縮 強 度 の 平均 値 は ， 54．9，

5L8
，
51，IN／rnm

’

で
， 標 準 偏 差 は

，
8．11， 9．66 ，

8．82N ／mm2 で あ っ た 。 小径 コ ア の 破壊性状 iま，

イオ ウキ ャ ッ ビン グ仕上 げの 供試体は
，

モ ル タ

ル 面におい て対角状 の 斜め の 線で 破壊 して い る

の に対 し， 他 の 2つ の 処理方法 を施 した供試体

に は
， 上端な ら び に 下端 が 割裂 して い る もの が

多 く見 られた 。 こ れ は
， 載荷面 に凹凸が あ るた

め ，載荷時に圧 縮荷重を均等に受 けない こ とが
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図
一11 小径コ ア と40×40×40mm 供試体の強度差の

　　　 推定値に 及ぼすh／dの 要因効果 （実験2）

考えられ る 。 以上 の こ とか ら ， イ オウキ ャ ッ ピ

ン グ仕上 げ と比較す る と
， 現場採用を意図 し た

今回の 手作業で の 研磨仕上 げの 方法で は，供試

体端面に 凹凸があ り， 圧縮強度が小 さく，
ば ら

つ きも大 きい こ とか ら
， 小径 コ ア の 圧縮強度 を

精密に 測定で きて い な い とい え る 。 ま た
， 縁 を

除去 した小径 コ ア が イ オ ウ キ ャ ッ ピン グ を施 し

た小径 コ ア よ りも強度が小 さ くなる こ とに関 し

ては ， 圧縮強度試験時にイ オウ キ ャ ッ ピ ン グ の

縁の 部分が ， 小径 コ ア に ， 何 らか の形 で拘束効

果 を与え て い る こ と が 考えら れ る 。 しか し ， イ

オ ウキ ャ ッ ピン グ の 縁の 部分は，圧縮強度試験

時に は
， 比較的低い 荷重で 破壊する こ とから ，

今後は
， 低荷重時 における小径 コ ア の 応力分布

も検討する必要が ある 。 また ，
モ ル タ ル 強度が

大 きくなる と
， hidが L5の 小径 コ ア 強度 は ， 40

× 40× 4〔  m 供試体強度 よ りも大 きくな る傾 向

が あ る もの の ，hldが 2．0の 水準で は
， それ とは

逆の 傾向が見 られ た 。 また，40× 40× 40mm 供

試体 に対する小径 コ ア の 圧 縮強度の 比率であ る

圧 縮強度比 は
， hldの 減少 と もに 増 大す る 傾 向

が見 られたが ，
モ ル タル 強度に よる違い は見 ら

れなか っ た 。

　図
一11に ，

モ ル タ ル 全調合 に お い て ， 要因

と し て hidの み を考 慮 した小径 コ ア と40× 40×

40  供試体 の 強度差の 推定値を示す 。 全 体的

に は
， hldが大 きくなる と強度差が小 さくな り，

前回
b
の 実験 と同様の 結果が得 られた 。

3．3　φ50× 100mm の 円柱試験体か ら採取 した

　　 小径 コ ア を用 いた 実験 （実験3）

　図一12に，実験3で 用 い た小径 コ ア と φ50×
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100mm 供試体の 圧縮強度の 関係 を示す 。 図中の

直線は ， 両者 の 回帰直線で ある 。 ≠50× 100mm

供試体 の 圧縮強度 は
，

34．4〜66，3N／mm2 の 範囲で

平均 47．卿  
2とな っ た 。 また ， 小径 コ ア の 圧

縮強度は
，

38．2− 70．1Nノ  2
の 範囲で あ っ た 。 図

一12か ら，
モ ル タ ル 強度 が大 きくなる に従 っ

て ， 小径 コ ア と φ50 × 100mm 供試体の 強度差が

大 き くな っ て い く傾 向が み ら れ た 。

図一13に ，小径 コ ア と φ50 × 100  供試体の

圧 縮強度差 に及ぼすセ メ ン ト水比の 要因効果を

示す 。 全体的に ，下 部か ら採取 した小径 コ ア の

圧縮強度差が ，上部 よ り採取 した小径 コ ア の 圧

縮強度 よ りも大 きい 値となっ た 。 こ れ は
， 抜取

り位 置 ご と の 圧 縮 強 度 の 平 均 値 は
， 上 部

：53，2N加 m2 な らび に 下 部 ：555N加 m2 で あ る こ と

か ら
， 供試体上 部に ブ リ

ーデ ィ ン グ の 影響が現

れ て い る こ とが 考えら れ る 。 ま た
，

セ メ ン ト水

比 が 2．49の調合で は，下部 か ら採取 した小径 コ

ァ とφ50× 100mrn供試体の 圧 縮強度差が 大 きく

な っ た もの の ，全体的 には，モ ル タル の セ メ ン

ト水比 （ンW の 増加 （水セ メ ン ト比 WIC の 低下 ）

に従 っ て
， 圧縮強度差が若干増 加す る傾 向が見

られ た 。

　 図
一14に ，実験 一2お よび実験一3で 用 い た小
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図一12 小径コ ア とφ50× 100mm 供試体の

　　　 圧縮強度の 関係 （実験3）
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図一13　小径コ ア．とφ50 × 100mm 供試体の

　　　 圧縮強度差に及ぼすセメ ン ト水比の

　　　 要因効果 （実験3）
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3．OD

径 コ ア の 圧 縮強度 とセ メ ン ト水比CIW の 関係 を
図＿14 実験2および実験3で用いた小径 コ アの圧縮

示す 。 実験 一2お よび実験 一3は
， 同一調合 ・同

一材齢 に て 圧縮強度試験 を行 っ たもの の
， 圧縮

強度は若干異な っ た 。 こ の 原 因 として は，小径

コ ア が ， 部材の 局部的な強度を評価するため，

供試体形状お よび小径 コ ア の 抜取 り位置の 異な

る実験2な らび に3で の 圧縮強度 に差が生 じた も

の と考え ら れ る 。

4． まとめ

　本研究で 得 られ た知見 を以下 に示す 。

1）圧 縮 強 度40、70N 加 m2 の モ ル タ ル 小 径 コ ア

　 は，イ オ ウ キ ャ ッ ビ ン グ を施す こ と に よ っ

　て ， 比較的 ば らつ きの 小 さ い 圧 縮強度 を測

　定す る こ とが で きる 。

2）モ ル タ ル の 圧 縮強度の 大 きさによ っ て ， 小

　 強度に及ぼすセ メン ト水比C／W の要因効果

径 コ ア の bldが圧 縮強度 に 及ぽ す影 響が 異な

っ た 。 今後，小径 コ ア の 圧縮強度 に及 ぼ す

寸 法効果 お よび載荷方法等 の 影響 を検討 し

て い く必要がある 。
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